
四
国
・
戸
板

と

い

た

島 じ
ま

の
『
廻
国

か

い

こ

く

墓 ぼ

』
と
越
ヶ
谷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加 

藤 

幸 

一 
《
戸
板
島
廻
国
塔
の
墓
石
に
つ
い
て
》 

（
資
料
１
を
参
照
） 

廻
国
（
六
十
六
部
廻
国
）
と
は
、
日
本
全
国
六
十
六
ヶ
国
を
巡
礼
し
、
一
国
に
つ
き
一
ヶ
所
の
寺
院

な
ど
の
霊
場
に
、
書
写
し
た
法
華
経
を
一
部
ず
つ
奉
納
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
的
に
廻
国
中
は
、
い

つ
死
ん
で
も
よ
い
よ
う
に
白
装
束

し
ろ
し
ょ
う
ぞ
く

（死
に
装
束
）を
身
に
着
け
て
い
る
。 

越
ヶ
谷
宿
新
町

し
ん
ま
ち

の
七
郎

し

ち

ろ

兵
衛

べ

え

が
廻
国
中
、
享
年
五
十
九
歳
、
四
国
に
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
、
日
本

石
仏
協
会
理
事
の
岡
本
庄
造
氏
か
ら
手
紙
で
知
ら
せ
が
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
調
査
を
行
っ
た
。 

高
知
市
の
東
北
東
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
る
観
音
堂
の
前
に
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）

の
廻
国
塔
の
墓
石
が
あ
る
。
所
在
地
は
土
佐
山
田
町
戸
板
島
。
観
音
堂
の
北
側
に
四
国
弘
法
大
師
札

所
巡
り
の
東
西
に
続
く
旧
お
遍
路
道
が
あ
り
、
東
方
の
近
く
に
は
物
部

も

の

べ

川
が
流
れ
て
い
る
。
（
資
料
１
）  

高
知
市
加
賀
野
井
二
丁
目
の
岡
村
庄
造
氏
の
説
明
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

（  

）内
は
加
藤
の
加
筆
で
あ
る
。
（資
料
１
と
２
を
参
照
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
台
座
銘
は
向
か
っ
て
左
側
の
『
佐
古

さ

こ

郷 ご
う

戸
板
島
村
』
は
石
塔
の
現
在
場
所
で
、
中
村
氏
は
当
村

代
々
の
庄
屋
で
す
。
現
在
も
末
裔
が
同
所
に
住
ん
で
お
り
、
同
封
写
真
の
内
、
お
堂
の
後
方
に
写
っ
て

い
る
家
が
そ
う
で
す
。
」
「
死
亡
の[

六
十
六
部
の]

行
者

ぎ
ょ
う
じ
ゃ

七
郎
兵
衛
は
、
遍
路
コ
ー
ス
に
当
た
る
戸
板

島
の
お
堂
（
昔
は
も
っ
と
大
き
く
、
寝
泊
り
で
き
た
と
思
わ
れ
る
）
を
根
拠
地
と
し
て
、
治
療
や
除
災
、

そ
の
他
祈
祷
な
ど
を
し
て
地
域
の
住
民
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
特
に
人

の
集
ま
っ
て
い
る
後
免
町

ご

め

ん

ま

ち

（
南
国
市
後
免
町
）
方
面
へ
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
信
者
を
得
て
い
た
も
の
と

解
さ
れ
ま
す
。
没
後
、
こ
れ
程
の
石
塔
を
作
っ
て
も
ら
え
る
の
は
そ
の
証
し
で
す
。
」
（以
上
、
岡
村
氏
） 

《
武
州
埼
玉
郡
越
ヶ
谷
新
町 

七
郎
兵
衛
》
（地
図
１
～
４
を
参
照
） 

資
料
２
の
中
程
の
台
座
に
刻
ま
れ
た
「
武
州
さ
き
玉
郡
こ
し
が
い
新
町
」 

「
六
十
六
部
七
郎
兵
衛
」

と
は
、
越
ヶ
谷
宿
の
新
町
の
「
会
田
七
郎
兵
衛
屋
敷
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
の
文
化
文
政

年
間
の
末
か
ら
初
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
越
ヶ
谷
瓜
の
蔓
」
の
中
の
日
光
道
中
に
沿
っ
た
町
並
み

を
紹
介
し
た
「
越
谷
市
史
四 

史
料
二
」
の
六
三
・
六
四
頁
の
地
図
の
新
町
（
新
石
１
丁
目
～
３
丁
目
）

に
「コ
ブ
七
郎
兵
衛
」
（
コ
ブ
と
は
隠
居
部
屋
）
と
「
会
田
七
郎
兵
衛
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
「
地
図
１
」

の
地
図
で
は
、
※
３
（「コ
ブ
七
郎
兵
衛
」）と
※
１
（「会
田
七
郎
兵
衛
」
）で
あ
る
。 

ま
た
「
地
図
４
」
の
現
代
の
地
図
に
は
、
瓦
曽
根
村
の
そ
ば
の
「
会
田
七
郎
兵
衛
屋
敷
」
と
そ
こ
か
ら

北
の
「
会
田
七
郎
兵
衛
屋
敷
・
隠
居
部
屋
」
の
場
所
を
示
し
た
。
隠
居
し
て
廻
国
し
た
と
思
わ
れ
る
当

主
の
会
田
七
郎
兵
衛
は
「
会
田
七
郎
兵
衛
屋
敷
・
隠
居
部
屋
」
の
方
に
移
り
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

な
お
「
地
図
１
」
は
越
谷
市
史
で
紹
介
さ
れ
た
草
稿
本
に
よ
る
解
読
で
、
草
稿
本
で
は
な
い
原
本
の

コ
ピ
ー
を
手
に
入
れ
て
掲
載
し
た
の
が
「
地
図
２
」
（
原
本
）
で
あ
る
。
「地
図
３
」
は
そ
の
解
読
で
あ
る
。

瓦
曽
根
村
の
そ
ば
の
「
会
田
七
郎
兵
衛
」
は
こ
こ
で
は
「会
田
七
郎
兵
衛
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ
、
「コ
ブ
七

郎
兵
衛
」
も
同
様
に
「
会
田
七
郎
兵
衛
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
か
ら
市
史
で
は
、
地
図
１

の
※
３
に
記
載
さ
れ
た
「コ
ブ
七
郎
兵
衛
」と
は
「会
田
七
郎
兵
衛
」
を
指
し
て
い
る
と
断
定
で
き
た
。 



                       

 

           



                                    



                                    



                        

            



                        



 


